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合併症（１）
自覚症状がないといって糖尿病を放置していると全身のさまざまな臓器に障害をもたら
します。

１．三大合併症

糖尿病性神経障害

　全身の神経の働きが障害されることによりさまざまな症状があらわれます。主な
症状は手足のしびれ、冷感、痛み、下痢、便秘、インポテンツ、たちくらみ、額や顔に汗
をかきやすいなどです。

糖尿病網膜症

　糖尿病網膜症とは血糖が高い状態が長く続き網膜にある毛細血管が障害をうけ
ることで起こってきます。
　成人の失明原因の第3位になっており、年間3500人以上の方が糖尿病網膜症
により視力低下しています。
　症状は視力が落ちる、ものがゆがんで見える、目の前にひものようなものが見え
る、視野が欠けるなどいろいろあります。しかし症状が出るのは網膜症が進行してか
らのことが少なくありません。そのため、定期的に眼科を受診し早期発見、早期治療
していくことが大切です。

糖尿病性腎症

　糖尿病性腎症とは腎臓にある腎糸球体の変化により腎臓の機能が低下していく
ことです。腎臓は血液をろ過して老廃物を尿として排泄するという役割をはたして
います。腎臓の機能が低下してくると、体がだるい、足がむくむ、貧血になる、吐き気
がするなどの症状が現れますが、それは腎臓の機能がかなり低下してから出てきま
す。人工透析になる人の原因の第1位になっており、毎年新たに1万人以上が透析
療法開始になっています。
　糖尿病性腎症の状態を調べる検査に尿たんぱくや尿アルブミンがあります。
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